
■ 商品特性と取引条件

商 品 名

最 も お い し い 時 期 出荷可能時期・期間

産 地 品 種 の 特 徴

内 容 量 希望小売価格（税込）

1ケースあたり入数 保 存 温 度 帯

発注から納品までの
日 数

販 売 エ リ ア の 制限

縦(㌢) 横(㌢) 高さ(㌢） 重量（㌔）

47.0 28.0 30.0 5.0

認 証 ・ 認 定 機 関 の

許認可（商品・工場等）

利 用 シ ー ン
（利用方法・おすすめレシピ等）

商 品 特 徴

■ 商品写真

「緑黄色野菜の王様」と言われている栄養価の高いほうれんそうはビタミンＣやビタミンEと一緒に摂
ることで吸収力がアップするのでゴマ和えやくるみ和え、りんご和えなどがおすすめです。
いるま野の野菜を使ったクッキングレシピがJAいるま野ホームページからご覧いただけます。

ＪＡいるま野のほうれんそうは生産履歴情報システムを活用し、安心安全な農産物を提供していま
す。周年出荷体制や予冷実施期間の延長による高品質を維持しています。コールドチェーンシステム
を導入し、流通業者との取引も可能です。

集荷時期により相談

写真
農産物全体がわかる写真を貼付

最低ケース納品単位
ケースサイズ（重量）

【 束 】１箱

タ ー ゲ ッ ト

お 客 様
（性別・年齢層など） プロの料理人・主婦

売 り 先

　本シートは、農林水産省が行うフード・コミュニケーション・プロジェクトが作成したシートを参考に作成しました。

埼玉農産物・商談会シート

ほうれんそう

冬（11月上旬～2月下旬）

180g FG・250g結束

180gFG 25束／箱
250g結束20束／箱

5月中旬～6月中旬　9月中旬～10月下旬
11月上旬～4月下旬

葉色が濃く、葉肉は柔らかく
食感がよい。

川越市・所沢市・狭山市・
ふじみ野市 他

市場状況により相談

令和7年11月作成

× ×

有機ＪＡＳ ＩＳＯ 農業生産工程管理（ＧＡＰ）

その他→

フードサービス 商社・卸売 メーカー 小売 ホテル・宴会・レジャー

その他（右に記入→）

有→無

ＨＡＣＣＰ



生 産 者 数

E - m a ｉ l

F A X

■ 生産工程・アピールポイント

　　　　　　検査

製造工程の管理

従 業 員 の 管 理

施 設設 備と 管理

担 当 者 連 絡 先 担 当 者 販売部　販売推進課 連 絡 先 049-227-6154

記 録

■ 産地紹介

産 地 名 いるま野地域農産物

生産量・作付面積 1,769ｔ ・ 147ha 326名

代 表 者 氏 名 代表理事組合長　亀田　康好

メ ッ セ ー ジ

安心安全な農産物の生産を目指し、積極的に土
壌診断を活用し野菜の栽培を行い、出荷におい
ては生産履歴により農薬利用のチェックを行っ
ております。また環境に配慮し農業用廃棄物の
処理を共同で行っております。

ホ ー ム ペ ー ジ http://www.ja-irumano.or.jp

事 務 所 所 在 地 〒350-1105  埼玉県川越市今成2-29-4

ほ 場 所 在 地 埼玉県 川越市・所沢市・狭山市・ふじみ野市 他

担 当 者 販売部　販売推進課 hanbai@irumano.st-ja.or.jp

T E L 049-227-6154 049-257-6681

 

丁寧な荷造りを心がけ、平束のボリューム感のある

250ｇの結束にてほうれん草の出荷をしています。

多くの会員が栽培しており、いるま野を代表する野菜です。

また、化学肥料を減らした栽培へもPB（プライベートブラ

ンド）として取り組んでおります。

周年ほうれん草を供給する為、結束すると荷傷みしやすい

時期にはFGを利用し、出荷しております。

写　真

写真 写真

危 機 管 理 体 制
トレーサビリティ（生産履歴）システムの利用により管理を行う。

ほうれんそう圃場

■ 品質管理情報

品 質 保 持 へ の 取 組 （ 冷 蔵 庫 等 ） 生産者は予冷庫管理・JA集荷時の真空予冷による品質保持

商 品 検 査 の 有 無 生産者各自が選別し、ＪＡ集荷時に専任担当が品質・規格等を検査する

衛生管理への取組 生産者は家族経営が主体作業

　　　　真空冷却槽 ＪＡいるま野 農産物オリジナルキャラクター「とれ蔵」

有無

作型

最盛期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

束

ＦＧ

出荷期間

JAいるま野

農産物

生産者ナンバー

送り状　（品目・

出荷日等を記載）

農産物

生産者ナンバー

農産物の日記

（生産履歴書）

農産物

生産者ナンバー

農産物の日記

（生産履歴書）

JAデータベース

農産物
生産者ナンバー

送り状　（品目・
出荷日等を記載）

農産物の出荷の際、農産物の日記（生産履歴書）を生産者から提出を受けます。JAの農薬チェックシステムを使用し、農薬が安全使用され
ているかの確認を行い、合格した「安心・安全」な農産物だけを出荷しています。

・野菜の日記（生産履歴書）は堆肥・肥料の散布等、土づくりの段階から記帳を始めます。

・農薬チェックシステムに合格した野菜は次に品質検査を行い、すべての検査に合格した「安心・安全」で新鮮な野菜が市場へと出荷されます。
量販店

 データ管理をしています

・野菜の日記（生産履歴書）の情報は、市場・量販店からの問い合わせに敏速に対応を取れるよう

生産者 ＪＡ共販センター（集出荷所）

市場・量販店からの問
い合わせに、データ
ベースで管理している
生産履歴情報を開示し
対応

市　場

「安全･安心」農産物
が消費者へ

日記の確認･入力 生産履歴情報の管理

商品の問い合わせ

ⓒtorezou


